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若
者
の
失
業
問
題
は
世
界
的
な
懸
案

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
国
際
労
働
機
関

（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
に
よ
る
と
、
二
〇
一
六
年

の
若
者
（
一
五
～
二
四
歳
と
定
義
）
の

失
業
率
推
計
値
は
一
三
・
一
％
と
、
二

〇
一
二
年
か
ら
三
年
間
の
改
善
傾
向
か

ら
、
悪
化
方
向
へ
と
転
換
す
る
見
込
み

で
あ
る
。
イ
ン
ド
は
、
世
界
の
雇
用
問

題
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
若
者
大

国
で
あ
る
。
世
界
の
若
年
人
口
の
二
割

を
抱
え
、
今
後
数
十
年
そ
の
労
働
力
は

増
え
続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

本
特
集
で
焦
点
を
当
て
る
の
は
、
一

部
の
エ
リ
ー
ト
校
で
は
な
く
、
都
市
部

や
農
村
部
の
様
々
な
社
会
経
済
的
背
景

を
も
つ
若
者
た
ち
の
教
育
と
職
業
選
択

の
葛
藤
で
あ
る
。

●
イ
ン
ド
の
雇
用
の
構
造
変
化

　

一
九
九
一
年
の
経
済
自
由
化
後
の
経

済
構
造
の
変
化
や
経
済
活
動
の
拡
大
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
力
の
多
く
は
農

業
な
ど
の
第
一
次
産
業
に
と
ど
ま
る
傾

向
が
続
い
て
い
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代

後
半
に
入
り
第
一
次
産
業
の
シ
ェ
ア
が

大
き
く
減
り
、
構
造
変
化
が
明
確
に
な

っ
て
き
た
。
二
〇
〇
四
～
〇
五
年
度
か

ら
二
〇
一
一
～
一
二
年
度
に
大
き
く
雇

用
を
増
や
し
た
の
は
、
第
二
次
産
業
で

は
建
設
業
で
、
約
六
〇
〇
万
人
の
雇
用

が
作
ら
れ
た
。
同
期
間
で
二
〇
〇
〇
万

人
の
雇
用
が
増
え
た
サ
ー
ビ
ス
部
門
で

は
、
商
業
、
ホ
テ
ル
業
、
レ
ス
ト
ラ
ン

業
な
ど
が
四
七
〇
万
人
、
輸
送
、
倉
庫

業
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
五

三
〇
万
人
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
社
会
サ

ー
ビ
ス
な
ど
が
五
〇
〇
万
人
の
雇
用
を

増
や
し
た
（
参
考
文
献
①
）。

　

マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
雇
用
デ
ー
タ
は
、

組
織
部
門
雇
用
は
伸
び
悩
み
正
規
雇
用

の
拡
大
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
経
済
の
順
調
な
成
長
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
改
革
後
の
リ
ス
ト

ラ
や
公
共
部
門
の
縮
小
で
、
組
織
部
門

（
一
〇
人
以
上
を
雇
用
す
る
非
農
業
事

業
所
と
雇
用
規
模
に
関
係
な
く
す
べ
て

の
公
共
部
門
事
業
所
を
含
む
）
の
雇
用

は
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
減
少
し
始

め
、
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
も
縮
小
傾

向
は
続
い
た
。
雇
用
人
口
は
二
〇
〇
五

年
を
底
に
増
加
傾
向
に
戻
り
、
一
九
九

七
年
水
準
の
推
定
約
二
九
〇
〇
万
人
規

模
に
戻
っ
た
（
参
考
文
献
②
）。
約
五

億
人
の
イ
ン
ド
の
総
労
働
者
数
か
ら
み

る
と
、
組
織
部
門
雇
用
に
就
け
る
の
は
、

未
だ
に
ご
く
一
握
り
で
あ
る
状
況
に
変

わ
り
は
な
い
。
近
年
、
中
間
層
労
働
者

の
就
労
行
動
は
、
外
部
の
人
材
紹
介
会

社
や
ネ
ッ
ト
情
報
の
活
用
な
ど
、
従
来

の
方
法
と
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い

る
が
、
そ
の
選
別
と
参
入
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
つ
い
て
は
詳
細
な
情
報
や
分
析
が
な

く
、
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

●
イ
ン
ド
の
若
年
層
と
高
等
教
育

　

イ
ン
ド
の
若
年
層
人
口
は
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
拡
大
期
に
入
っ
て
い
る
。
一

五
～
三
四
歳
の
人
口
グ
ル
ー
プ
は
、
二

〇
〇
一
年
の
三
億
五
三
〇
〇
万
人
か
ら

二
〇
一
一
年
に
は
四
億
三
〇
〇
〇
万
人

に
増
加
し
た
。
今
後
二
〇
二
一
年
に
は

四
億
六
四
〇
〇
万
人
に
増
加
し
た
後
減

少
傾
向
へ
転
じ
、
二
〇
二
六
年
に
は
四

億
五
八
〇
〇
万
人
に
な
る
と
い
う
推
計

が
あ
る
。

　

イ
ン
ド
の
高
等
教
育
機
関
（
通
信
教

育
を
除
く
）
の
学
生
総
数
は
二
四
一
八

万
人
、
そ
の
う
ち
五
五
・
七
％
が
男
性

で
、
四
四
・
二
％
を
女
性
が
構
成
し
て

い
る
。
二
〇
一
二
年
度
の
全
イ
ン
ド
高

等
教
育
調
査
（A

ll India Survey on 
H

igher Education

：
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｅ
）

で
は
、
一
八
歳
か
ら
二
三
歳
の
人
口
に

対
し
て
の
高
等
教
育
機
関
の
就
学
率
は

二
一
・
一
％
で
あ
っ
た
。
男
性
の
就
学

率
は
二
二
・
三
％
、
女
性
は
一
九
・
八

％
、
社
会
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
、
指
定

カ
ー
ス
ト
一
五
・
一
％
、
指
定
部
族
一

一
・
〇
％
と
就
学
率
の
差
が
み
ら
れ
る
。

イ
ン
ド
中
央
政
府
は
二
〇
二
〇
年
ま
で

に
就
学
率
を
三
〇
％
に
引
き
上
げ
る
目

標
を
立
て
て
い
る
。

●
若
年
層
の
雇
用
問
題
の
概
観

　

近
年
、
約
一
〇
〇
〇
万
人
の
新
規
の

若
年
者
が
毎
年
労
働
市
場
に
追
加
さ
れ

て
い
る
。
高
等
教
育
を
終
了
し
た
若
年

中
村 

ま
り

特
集
に
あ
た
って

特  集
インドにおける教育と
雇用のリンケージ
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層
の
失
業
率
は
、
一
九
・
四
％
（
二
〇

一
一
～
一
二
年
度
）
か
ら
三
二
％
（
二

〇
一
二
／
一
三
年
度
）
に
増
加
し
た
。

つ
ま
り
、
一
五
～
二
九
歳
の
若
者
の
う

ち
、
高
等
教
育
修
了
者
の
三
人
に
一
人

が
失
業
状
態
に
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
一
八
歳
か
ら
二
九
歳
の
若
年
層
の

う
ち
、
教
育
を
う
け
て
い
な
い
非
識
字

者
の
失
業
率
は
三
・
七
％
で
あ
る
の
に

対
し
、
高
等
教
育
卒
業
生
の
失
業
率
は

三
二
％
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

特
に
農
村
部
で
は
、
一
五
～
二
九
歳
の

若
者
の
う
ち
、
高
等
教
育
修
了
者
失
業

率
は
三
六
・
六
％
に
の
ぼ
り
、
都
市
部

の
二
六
・
五
％
を
上
回
っ
て
い
る
。
一

方
で
、
非
識
字
者
の
失
業
率
は
農
村
部

が
低
く
三
・
五
％
、
同
じ
く
都
市
部
は

五
・
一
％
で
あ
る
。
教
育
レ
ベ
ル
が
上

が
れ
ば
上
が
る
ほ
ど
、
失
業
率
が
高
く

な
る
傾
向
は
、

こ
の
調
査
で

行
っ
た
異
な

る
三
つ
の
年

齢
グ
ル
ー
プ

（
一
五
～
二

四
歳
、
一
八

～
二
九
歳
、

一
五
～
二
九

歳
）
の
い
ず

れ
に
も
み
ら

れ
た
（
参
考

文
献
③
）。

　

高
等
教
育
を
終
え
て
も
、
若
者
が
就

け
る
仕
事
は
二
極
化
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
高
度
な
ス
キ
ル
や
資
格
を
要
す

る
専
門
的
仕
事
（
自
動
車
関
連
、
製
鉄
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
バ
イ
オ
、
機
械
関
連

な
ど
）
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
分
野
の

学
生
が
集
中
し
て
い
る
。
一
方
で
、
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
幹
部
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
外
食
産
業
、
各
種

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
は
低

ス
キ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
と
み
な
さ
れ

て
い
る
。

　

雇
用
形
態
の
面
で
も
、
不
安
定
雇
用

が
多
い
。
大
企
業
で
の
正
規
雇
用
が
限

ら
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
雇
用
の
受
け
入

れ
先
は
中
小
零
細
企
業
に
期
待
さ
れ
る

が
、
雇
用
は
不
安
定
で
非
組
織
部
門
で

の
零
細
事
業
・
自
営
業
化
、
組
織
部
門

で
の
不
安
定
な
雇
用
形
態
が
選
択
肢
と

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
表

１
が
示
す
よ
う
に
、
自
営
業
か
日
雇
い

労
働
に
就
い
て
い
る
若
者
が
七
割
以
上

で
、
残
り
の
二
割
強
が
主
に
常
用
雇
用

者
か
契
約
労
働
者
で
あ
る
。
製
造
業
と

サ
ー
ビ
ス
部
門
で
の
経
済
成
長
に
見
合

っ
た
雇
用
の
伸
び
が
な
い
た
め
に
、
教

育
レ
ベ
ル
と
雇
用
機
会
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

が
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
日
雇

い
労
働
を
除
く
と
、
自
営
業
が
若
者
に

と
っ
て
の
唯
一
の
選
択
肢
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
、
こ
の
調
査
で
示
さ
れ
て
い

る
。

　

一
部
の
エ
リ
ー
ト
校
卒
業
生
に
は
国

際
水
準
の
賃
金
で
の
雇
用
が
オ
フ
ァ
ー

さ
れ
る
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
有
名

で
な
い
普
通
の
高
等
教
育
機
関
や
中
等

学
校
か
ら
「
量
産
」
さ
れ
て
く
る
生
徒

た
ち
が
毎
年
増
加
し
て
お
り
、
教
育
か

ら
仕
事
へ
移
行
す
る
明
確
な
道
筋
が
な

い
。
サ
ー
ビ
ス
産
業
中
心
の
経
済
成
長

は
、
早
期
か
ら
英
語
に
よ
る
教
育
を
受

け
て
き
た
旧
来
の
中
間
層
に
は
多
く
の

恩
恵
を
与
え
た
も
の
の
、
中
間
層
へ
の

参
入
に
望
み
を
持
ち
、
高
等
教
育
へ
進

み
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
し
て
き
た
若
者
た
ち

は
、
満
足
の
い
く
仕
事
が
な
い
状
況
に

置
か
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
特
に

人
口
の
多
く
を
し
め
る
農
民
の
子
弟
た

ち
は
、
し
だ
い
に
教
育
を
受
け
視
野
を

広
げ
る
こ
と
で
、
農
村
部
で
の
雇
用
保

障
ス
キ
ー
ム
に
よ
る
公
共
事
業
の
も
と

で
の
仕
事
で
は
な
く
、
よ
り
誇
り
の
持

て
る
仕
事
を
渇
望
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　

し
か
し
実
際
に
は
、
多
く
の
若
者
が

家
族
経
営
の
仕
事
の
手
伝
い
（
賃
金
が

支
払
わ
れ
な
い
手
伝
い
も
含
む
）
か
ら

キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
結
果
と

し
て
若
者
が
受
け
た
教
育
に
か
か
わ
ら

ず
、
家
族
経
営
の
零
細
な
非
組
織
部
門

の
仕
事
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
る
。
こ

う
し
た
非
組
織
部
門
内
部
で
も
所
得
拡

大
傾
向
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
非
組
織

部
門
内
部
で
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
活
発
に

起
こ
っ
て
お
り
、
労
働
者
の
消
費
活
動

が
活
発
化
し
た
こ
と
が
、
内
需
型
の
経

済
成
長
に
結
び
つ
い
て
き
た
（
参
考
文

献
②
お
よ
び
④
）。
そ
の
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
主
役
が
普
通
の
若
者
た
ち
で
あ
る
こ

と
は
、
彼
ら
の
も
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら

伝
わ
っ
て
く
る
。

（
な
か
む
ら　

ま
り
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

貧
困
削
減
・
社
会
開
発
研
究
グ

ル
ー
プ
）

《
参
考
文
献
》

① Labour B
ureau, M

inistry of 
Labour&

 E
m

ploym
ent, G

oI 
(LB

-M
O

LE
, G

oI) "R
eport on 

T
hird A

nnual Em
ploym

ent &
 

U
nem

ploym
ent Survey (2012-

13)," 2013.

② 

木
曽
順
子
『
イ
ン
ド
の
経
済
発
展
と

人
・
労
働
』
日
本
評
論
社
、
二
〇
一

二
年
、
二
二
―
二
五
ペ
ー
ジ
。

③ LB
-M

O
LE

, G
oI, "R

eport on 
Y

o
u

th
 

E
m

p
lo

y
m

e
n

t-
U

nem
ploym

ent Scenario (2012-
13)," 2013.

④ 

柳
澤
悠
『
現
代
イ
ン
ド
経
済
―
―
発

展
の
淵
源
・
軌
跡
・
展
望
―
―
』
名

古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
。

表 1　18 〜 29 歳の就業者の農村都市別
雇用形態（1,000 人中）

雇用形態 農村 都市 農村＋都市
自営業者 442 319 412

常用雇用者 125 390 187
契約労働 39 71 47

日雇い雇用者 394 220 354
1,000 1,000 1,000

（出所）参考文献③、Table 2.4 より筆者作成。
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